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研究成果の概要 

 

I. sakaiensisにおける PET代謝機構の解明とその応用展開に取り組んでいる。 

[課題 1] I. sakaiensisの PET代謝機構の全容解明:PET代謝に関わる二成分制御系について、転写因

子遺伝子破壊株の RNA-Seq 解析により発現変動遺伝子 1880 個を同定し、そのうち約 40%に転写因子結

合サイトが存在することを ChIP-Seq解析により明らかにした。これらには PET代謝関連遺伝子が多く

含まれており、本制御系が PET 代謝を直接制御することが示唆された。さらに、EMSA 解析により転写

因子が実際に PET代謝遺伝子の上流に結合することも確認した。また、新規 PETオリゴマー加水分解酵

素が、EG末端を有する PETオリゴマーに高い活性を示すことを明らかにし、PETaseとの併用による PET

分解促進効果を検証中である。 

[課題 2]新規 PET分解菌のスクリーニング：環境から見出した新規 PET分解菌ゲノムは、I. sakaiensis

と同様の酵素群を有していることが判明した。PETaseホモログについては、4つの変異の単変異体と複

数の組み合わせ変異体を作成し、それぞれの変異の PET分解活性への影響、安定性への影響を調べた。

その結果、最も高い活性を示した 2 重変異体は、活性は野生型の 2 倍、熱安定性は野生型よりも融点

8℃程度高いことが判明し、自然界での高機能化の進行を示す初めての例となった。 

[課題 3] I. sakaiensisゲノムへのランダム変異導入による機能進化と利用：I. sakaiensisに対して

核酸アナログを用いたランダム変異導入を行い、MHET を炭素源とした培養系で増殖の自動モニタリン

グを実施中である。現在、増殖が向上した培養ロットを選抜している。 
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